
当院における新人看護師教育担当者  

実地指導者の位置付け一役割・教育について  

／ プリセプターー一 新人イ潮朋  

＼  

サポーターく／  

／ プリセブタ‾‾‾  新人右維師  副部長  ホ適部長  イi池師長  

l               一      ‾     －        ‾  

く＼  

サポーター  

プリセプターー一 新人右沌師  

放門担当 一教習重出金 一教吾妻員  

／ プリセプト‾一  新人心祖師  

サホ㌻＼  ポ弧職闇の相続教閂を担当  
プリセプターー一 新人√五郎市  

新人ぷ軋師研修プログラム  
企画・恰哩委員会  

教荷担当者・新人有紀師の中農  
朋的に渡る教宵的な支蟻を中心  
に担う  

サホーター31名  

実地指噂肴新人右㍑師の取り易  
適応に向けた精神的な支｝靂や基  

促着服技術の習絹の支僕を中  
心に担う  

フリセフブ・－一し墨  

甘  看沌職員数：537名  
ラダート3   

新人石絶爛闇 23名  

既卒新入槻者 29名  



当院の教育担当者及び実地指導者の役割  

新人看護師は、日々の臨床現場において、主に実地指導者であるプリセプターから  
基本的な看護技術や社会人としてのマナーを学び、更に精神的支援を受ける。  
また、教育担当者であるサポーターが立案した中長期的視点に立った計画のもと、教  
育的支援を1年にわたって受ける。  

－方、指導者の支援体制として、実地指導者であるプリセプターは主に教育担当者  
であるサポーターから様々な支援を受け、サポーターは部署の教育委員、主任、係長  
及び師長からアドバイスや支援を受けるといった屋根瓦式教育体制をとっている。  

また、組織図上のラインによる支援とは別に、新人看護師、実地指導者、教育担当者  
共に、Off－JTとして、3ケ月、6ケ月、1年（新人看護師■サポーターのみ）時に、全部署対  

象のフォローアップ研修を受講する。この研修によって、他部署における同じ立場の同  

僚と、悩みや価値観を共有し、今後の取り組みの方向性を見出すことができ、ピアサ  

ポートグループの形成によって、モチベーションを維持することができる。  

教育担当者・実地指導者研修の目標  

新人看護職員臨床研修担当者研修 実地指導者育成研修  

1■  

5●吉貿払蜜鼎員へ  

グラムを作成すること  



新人看護職員臨床研修担当者研修カリキュラム  

新人看護職員と臨床現場  

の現状（対象の理解）  

教育の基本的なことがら  

（目的論）  

教育支援の方法と評価  

（方法論）  

新人看護師臨床研修プロ  
グラム作成の実際（演習）  

看護教育担当者実習  

13．5  14．5％  

31．5  33．9％  

34．5  37．1％  

13．5  14．5％  

18（再掲）  

実地指導者育成研修カリキュラム  

伊相加憧と比11欄偶の】別人 匹預桐J打と随沫用牒の現扶か・〕、随り、に求められるけ∩塵Iガのあり方について撞」ける．  

隠堤勝∩・鮎人廿沌粕淵のl．1～  
状と岬姉  

瞥£†尖棋と沃1．t  

裾人愴沌柏虻と匹．軌中鵡  

倒需親巨削l袖口  
における傭岬  

7■ぶこと・教えること  

フロフエツショナル生爪てる  

札の撒爪の柏となるもの  

曹£艶の人的言瀬間尭1  

電化の人的点滴仰飛2  

廿川の人的打順㈲先3   

紬 フリセプター・  
サボ一夕ー′半価研腔  

礎石笠円けlの二8：1讐とセはを・？・ぶサ1…・軌人管用岨欄の！針状を川り、抽′入に戒められる†州立1月のあり方について撞こ・け  
る．   

静…電文－1におけ三1法的酎＋を耶三三し、裾人別儀撒靡ほ・匹敵事故の現川にしないための微爪立I柚体刑についてl暴こ．ける，   

新人曾ほ椚凋のインシデントアクシデントの兎生状況彿lリ、鋸川止のための押∩的介入の必喝作を挿∴ける．   

随沫脚異に凋む†綱l描蜘について考えるl・－‘j己の行動を愉岬的州価力、ら分析し、机u・醐場所の愉叩飢朋購を方う一  

瞥ぶということ、植えるということ、人を∩てるということについてサぴ、†川的なかかわりとは何かを挿乙けるr  

bol】y凧hmirldを英黙する休順、その休l奏の概念化を貞I刃することを竿ふ．  

11己のかかわりの打棒をカート用帯化法て粁叩し、l▲j己の†李∩的間わりの伎となるものはなにか日月らかにしていく．  

曹£Iの人中つJ韓簡岬の農本的な考え方を竿び、人的昂澗を有効Iニ三．川するために必噂な知諷を竿ふ  

人的月順間兜・n成のためのシステム、勅扱づけ岬論とそのj…＝二ついてぺ㌢ふ，  

日用による管岬、キャリアカウンセリンクについて字．Sこ．   

即署内て鮎人の∩純・支怯を行う用」川としての役割をサふことて、蝕人受け入れに作う■†t欄に主体的に肋り摘むことが  
てi＼る．   

鮎人前こ性職員と  
紬扶現場の現状  
（封欺の埋耶）  

微雨の基本的な  
ことがら  
（目的論）  

右沌マネージメント  

役胡研昭  



新人看護職員臨床研修担当者研修  

修了者状況（人数）  

院内  

院外  
聖マリアンナ  関東労災  汐田  

川崎社会保険   聖マリアンナ  関東労災  

川崎市立井田  日本医科大  

十三ン・  

7   



重さ‾  
坂本委員資料  

教育担当者研修の実際  

・平成20年度新人看護師臨床実践能力向上   

推進事業（教育担当者研修）22施設の報告   

書よりピックアップ  

・研修時間：21時間～120時間  

・研修期間：20日～12ケ月  

・研修運営方法：①単独施設での実施、  

②他施設との合同実施  

・研修スタイル：①短期集中型、②分散型  

・研修対象者：33名  

・病床数：360床（新人看護師23名）  

1合計38．5時間＋0  

・毎月実施  

A病院  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月  

2－ 2  

新卒オリ準備  

新人との交流  

中間評価  新人の事故防止  最終評価  

事故発生時の対応  

？－ 2  

シュミレーション研修①※1シュミレーション研修②※2  

人工呼吸器の操作  
医療機器の取扱  

急変時の看護  

看護診断・看護過程  

【管理的側面】  

リーダーシップ  人材育成  

※19／1～5 8：30～17：15  

※21／13、14 8：30～17：15，1／15～30 8：30～12：00   
集合研修（数字は時間数）  



・研修対象者：関連病院8施設34名  

・病床数：153床～682床  

・合計46時間＋0  

・集合教育とOJTの組み合わせ  

B病院  

4月 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月 1月 2月  

実践内容の発表と  

意見交換  

継続教育の本質と  

実践   

教育の基礎知織  

担当者の心構えと役割   

現任教育の在り方  

自部署の教育計画立案と実施  

集合研修（数字は時間数）  OJT  

・研修対象者：16名  

・病床数：680床（新人看護師45名）  

・合計35時間  

・教育担当者会議を兼ねた研修  

C病院  

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月  

※
新
人
教
育
担
当
 
 

㌣周一1＿3 4  2－－ 2－4・8  

虚空  教育方法  ・教育方法  教育立案  

新人へのかかわり 中間評価  
看護研究  

教育概要  コーチング  

※新人教育担当：実地指導者の  

支援と病棟全体への働きかけを  
行う   ●会議を兼ねた研修  集合研修（アンダーラインは公開）  

2  



教育担当者研修の到達目標  
H20年度新人看護師臨床実践能力向上推進事業  

（教育担当者研修）22施設の報告書より抜粋   

新人看護師育成に必要な知識  
H20年度新人看護師臨床実践能力向上推進事業  

（教育担当者研修）22施設の報告書より抜粋  

・新人看護職員をめぐる現状と課題を理解する  

・新人看護職員教育計画を理解する  

・教育担当者の役割を理解できる  

・厚生労働省「新人看護職員研修到達目標及   

び指導指針」の概要が理解できる  

・教授法に関する基本的知識を理解する  

・看護技術・看護記録暮医療安全に関する知識   

を深める  

、ノ   



新人看護師育成に必要な技術  
H20年度新人看護師臨床実践能力向上推進事業  

（教育担当者研修）22施設の報告書より抜粋  

・具体的な指導方法、評価方法を習得する  
・年間教育計画が立案できる  

・意図的、段階的、系統的な指導を行う  

・新人看護師一人ひとりの能力を評価する  

・一人ひとりの実践力にあった指導をする  

・看護技術、看護記録の指導力を高める  

・自己の課題を明確にする  

新人看護師の育成に必要な態度  
H20年度新人看護師臨床実践能力向上推進事業  

（教育担当者研修）22施設の報告書より抜粋  

・新人看護師の心理的安定をはかり、●自己の   
目標・課題を達成していけるよう支援できる  

・学習者と良好な関係を築くことができる  

・新人看護師の自律を支援する  

・相手を尊重した態度で指導する  

・コーチングマインドを修得する  

・同僚の能力を引き出しながら関わる意図的   

継続的に関わる教育的な資質を向上させる  

〔   



表1教育担当者研修における教育内容の現状  6
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国 対  ○       ○■0 0  

現代若者の理解  ▲1 3  

象 の  

○？    思  Oj  
L ○   理  

解   
1  

2   

役割の理解（教育担当者、主任など）  斗告   〉一…十甘     ○  H  口  

院内教育プログラムの理解・運営  

②   
数  

00 5 5  

○   

シ  

臼 ム  
5 4 3  

専門職としての役割や所属組織の理解   
頑  

03 

他施設の教育・看護体制の理解  士 R  ス      院内教育システムの理解 看護教育の現状や看護の動向を理解 新人教育のあり方・課題の検討 所属部署における教育プログラムの理解、運営 厚生労働省の取り組み・指針の理解   
」－  

具体的な指導スキルの習得と実践   ○ P  0  ○  ○  ○と○  口  

新人づリセブター・スタッフヘの接し方  

評価方法の理解・習得  ‖6 
9  

支持的な関わり方   P  
研修プログラムの理解・計画・実施  ‖  0U  

す1 旦  

基礎看護技術とその指導方法の修得  ○   

コミュニケーションスキルの向上   」丁「「丁「       ▼61    ‖  l  

③ 教 士  芦ヨ  
技  

9  7 6 5 3 3  

3  

法  
3  

教育に関する情報や思いの共有  
】一品－－¶ 」－ 

教育に関する課題の明確化  

カウンセリングスキルの理解  

職場適応の促進  
3 2 2 2  

教育環境の整備  
】  2  

フィジカルアセスメント  

オリエンテーションの立案・実施・評価  

目標設定  3        口 口 口  
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猪又委員資料  

研修担当者育成について  

日本岩喜封品会平成20年度扱古妻貢名作成  

「新人㍍共師臨抹研似こおける研佗・り王者・研  

帖担当省日成のための研暢カイト雄）」より抜粋   



研修担当者育成について  

1 育成研修によって達成されるべき目標   

1）研修担当者は、実施指導者の指表別犬況を客観的かつ総合的に把握し、   

支援を行うことができる。   

2）研修担当者は、新人看護師の適応状況を把握し、新人看言彗師臨床研修   

が効果的に行われるよう、実施指衰コ者と新人看護師への教育的・精神的   

支援ができる。   

3）研修担当者は、施設の新人看護師臨床石刑宴計画に沿って、部署管理者   

とともに部署における新人看護師臨床研修の計画立案と実施・評価を  

実施する。  

2 新人看護師臨床研修において教育支援上乗たすべき役割   

1）部署よび部署に関連する職員に対し、新人看護師臨床研修体制の伝達  

周知  

（1）部署における新人看護師臨床研修に関するビジョンと体制の提示  

（2）部署の特徴に合わせた適用とその方法論の提示  

（3）部署の職員に対して理解や協力を求める説明  

（4）部署の特徴に合わせ必要に応じた相互支援を目的とした組織づくり  

と運営  

（5）実施指衰コ者同士の意見交換や情報共有の場の設定  

（6）新人看護師同士の意見交換や情報共有の場の設定  

2）集合教育と部署教育の連動の促進  

（1）集合教育との有機的な連動を基にした部署における研修計画の立  

案と実施  

（2）研修計画に基づく進捗状況に合わせた調整と管理（夜勤の開始、患  

者の受け持ち開始等）  

（3）集合教育の評価とフィードバック  

（4）集合教育への積極的な参与  

3）実施指導者と新人看護師への支援   

（1）基礎教育の実態把握  

①学生の動向と臨床実践能力の現状把握  

②教育制度や教育背舅の理解と新人教育への適用（教育方法の個別  

対応など）  

③新人看護師が受けた教育力リキュラムの把握（改定の変遷と内容   



の理解）  

（2）実施指導者と新人看護師のペアリングヘの関わり  

（3）指導状況を客観的かつ総合的に把握  

①新人毒喜望師の成長プロセスの把握  

②実施指導者の指導状況の把握  

③実施指導者と新人看護師の関係性の把握  

（4）実施指音が対応困難な新人看護師への対応  

①直接的支援：新人看喜望師と実施指む者へ対応   

②間接的支援：チームの活用や職場風土への働きかけ  

③実施指むコ者と新人看護師への精神的支援  

4）部署管理者との連携   

部署管理者への報告と提案および相談（業務調整、研修計画、他職貴との人間  

関係の調整、看喜璧基準・手順の修正・更三折等）  

5）部苧引こおける研修の評価  

（1）新人毒喜那両の臨床実践能力の評価  

（2）研修計画の評価（集合教育の評価も含む）  

（3）指さJJ体制の評価（実施指ミリ苗の選出を含む  

（4）その他、必要な評価  

3 役割遂行する上で学監～すべき内容  

1）部署および部署に関連する閥矧こ対し、新人賞詑師臨床研修体制の伝達・  

周知  

研修担当者は、部岩の職最に対して新人看詑師臨床研修体制を伝達し、  

周知する役割を担う。これには、研修ホ佳苗より示された新人看護師臨床   

研修のビジョンや研修体制を理解し、部署の附員にわかりやすく伝達する  

能力や、職員からの理解を得る能力が求められる。  

したがって、以下の内容を学習し、役割を遂行できる能力を身につけて  

いることが必要である。   

（1）生涯学習・教育の考え方、専門職業人としての継続致竃やキャリア形  

成の考え方、そこでの新人看護師臨床研修の位置づけ   

（2）新人岩喜空師臨床研修体制について   

（3）新人看喜空職員研修に関する政策的勤向と背景   

（4）新人看喜望師臨床研修における研修担当者の役割  

3   



2）集合教育と部署教育の連動   

研修担当者は、研修責任者より伝達された新人看護師臨床研修体制を理解し、  

集合教育との連動を因りながら部署における新人看護師蘭床研修計画を立案す  

る役割を担う。また立案した計画を円滑に運用できるよう、これらを部署管理  

者や実施指導者をはじめ、部署内の職員に説明する能力や、指導方法を熟知し  

て自ら教育的に関わる能力が求められる。   

さらに、研修告住吉、部署管理者、および部署に関わる他職種など新人石岩壁  

師臨床研修に関係するそれぞれと適切な関係性を築くコミュニケーション能力  

も求められる。   

したがって以下の内容を学習し、役割を遂行できる能力を身につけているこ  

とが必要である。  

（1）集合教育と部署教育の位置つけ（OJTとOFF－JTという考え方）   

（2）部署の特殊性に応じた研修計画の立案と運用   

（3）新人看護師の職場適応・臨床実践能力の獲得プロセス  

・新人妄言空師を育てる組織風土作り  

・問題解決技法  

・研修計画書の作成  

3）実施指導者と新人看護師への支援  

研修担当者は、実施指氾者を支援すると同時に新人看護師に対して直接的、間  

接的に教育する役割を担う。これには、指里方法を駆使して実施指きさ－プ者および  

新人看護師に教育的に関わる能力や、実施指甘占の状況を把握して問題を解決  

する能力が求められる。また、新人看護師や実施指増者に過重な精神的ストレ  

スや不適応が予測される場合などは、速やかに察知し、部署管理者あるいは研  

修貰イ王者に適切に報告・連紹・相談する力も求められる。   

さらに研修担当者は、新人看護師の臨床実践能力の習得状況を把握し、新人  

看護師の置かれている状況を把握した上で、実施指導者の指導上の問題を解決  

する能力が求められる。   

したがって、以下の内容を学習し、役割を遂行できる能力を身につけている  

ことが必要である。  

（1）現代の高言璧学生（若者）の特徴  

（2）新人看護師が受けたカリキュラムの内容、基礎教育での臨床実践能力の習  

得状況  

（3）成人学習者の特徴と教育方法  

（4）リーダーシップ、問題解決技法、コミュニケーションスキル   



（5）指導方法や教育的関わりを支援する方法（コーチング、ティーチンク、ファ   

アシリテーション）  

（6）実施指導者が経験しやすい新人看護師臨床研修上の問題や困難、および解   

決方法（事例を通して）  

（7）実施指聖者扇よび新人看護師に対する精神的支援  

4）部署管理者との連携   

研修担当者は、新人看喜隻師を部署全体で育成するような完囲気づくりを行い、  

新人看護師臨床研修の運営が円滑に運ふように部署管理者及び実施指り音と関  

係調整を園る役割を担う。   

したがって、以下の内容を学習し、役割を遂行できる能力を身につけている  

ことが必要である。  

（1） 円滑な人間関係の築き方（コンサルテーション）、コミュニケーションスキ  

ル  

5）部竿引こおける石刑宴の評価   

研修担当者は、実施した新人ぎ笥喜璧‾師臨床研修訂画を評価する役割を担う。こ  

れには、部署における研人盲喜璧師臨床石刑宣に関する情報収黒と分析力が求めら  

れる。   

したがって、以下の内容を学習し、役割を遂行でさるような能力を身につけ  

ていることが必要である。  

（1）評価の考え方とその方5去、およびフィードバック  

4研修プログラム   

研修担当者研修の対毀苗は、次の亘）の要件を満たし、さらに②かつ③の要件  

を備えていることが望ましい。（要件の詳矧ま要検討）  

①認定昌謹管理者教育課程ファーストレベル修了者、もしくはそれと同等  

の知識・技術を習得している者  

②実施指む：■）酋膵騒音  

③看喜琵師の模範となる看諾実践力をもら、チーム内で」一夕ー的役割やパ  

務を認識し、教育的役割を発揮できる毒  

上記の要件より、「3．役割遂行する上で学習すべき内容」の中から、認定召  

喜望管理者教育課程ファーストレベルでの学習と重複する内容のうら、新人看諾  

師臨床研修において重要と思われる内容を残し、作成した研修プログラム（案）  

を示す。  

5   



研修担当者研修プログラム（案）  

1）学習目標（本研修プログラム終了後に達成される目標）  

（1）新人看儲紺嗣刑宴体制に対して、政策的動向と背景、研修担当者の役割とい  

う点から理解する。  

（2）部署で新人看護師を育成する重要性を理解し、その体制つくり、および研  

修貪イ王苗、部署管理者、実施指導者との役割分担や調整について理解する。  

（3）部苫における新人毒害彗師臨床研修計画の立案と評価を理解し、実施できる。  

（4）実施指甘占の育成・支援について、問題や困難と感じやすい状況、および  

その解決方法や支援方法から理解する。  

2）研修プログラムの具体的展開  

学習内容  
分野（分類）   

1新人看護師臨床研修体制について※  

1）新人看護師研修に関する政策的動向と背景  

2）新人看護師臨床研修担当者の役割  

概論  

2 部署における新人看護師を教育する体制つくり  

1）部署全体で新人再議師を育成する重要性  

2）新人看護師を召てる組織風土づくり  

3）研修責任者、研修担当者、実施指衷‘j苗の役割  

4）部署哲理者との調整  

3 部署における新人看護師臨床研修計画の立案と  

評価  

1）基礎教育における臨床実践能力の習得状況  

2）成人学習者の特徴  

3）看護部理念と部署における新人看護職員に求める  

能力の明確化  

（1）看護職員として必要な基本姿勢と態度に関する  

到達目標について  

（2）看護実崖割こおける技術的側面に関する到達目標  

について※※  

（3）看護実践に浦ける管理的側面に関する到達目標  

について  

T
辻
 
 
 

河  



4）部署における新人看護師臨床研修計画の立案   

と評価  

5）評価方法と評価結果のフィードバック  

6）部署における新人看護師臨床研修計画の実際  

（1）各期における到達目標の設定  

（2）学習内容の設定  

（3）学習方法の設定  

（4）評価方法  

4実施指専苔の育成・支援  

1）実方酎旨氾苗が経験しやすい新人岩謹師指うっ上の問   

題・困資性とその耶漢方法  

2）紫斤人告謹師と実施指彗■古への精神的支援・フィー   

ドバックについて   

訪例を  

適した演  

習・講義  

※日本占喜空協会「占諾師臨床研修必修化推進検討委員会報告」、侵生労†朗省「新  

人告喜馴服ヨの臨沫実跳能の向上に関する横詞会報告．‡；」を貼まえる  

※※仁生労相胃「新人石諾糊＝の臨床冥弘兢力の向上にl甘する本丸寸芸用告．…：」  

で示される「臨床実跳儲力の構造」を指まえる。なお、r認工i≡践における技術  

的側面では、占喜誓技術を支える要詩ミを組み入れながら説明する  
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育成研修の評矧こついて   

研修の評価は、研修終了時の知識・技術の変化やその満足度だけでなく、所  

属施設での実務状況にどのように影響を与え、研修によって達成されるべき目  

標にどの程度近づいたのかという絹点から行われる。それらは、研修そのもの  

に対する評価として研修の改善につなげることにも利用できる。また、研修受  

講者の学習成果として教育支援上果たすべき役割を遂行するための課題を見い  

だすことにも利用できる。  

1・研修終了時の評価   

研修終了時の評価とは、研修自体の評価として研修プログラムの妥当性や適  

切性を確認し、研修受講者の学習成果として研修プログラムの学習自標の達成  

度を判断するものである。基本的に評価は、研修に関わるすべての人が評価対  

象になり、評価者になるので、主催者、受講者、講師という評価に関わる人物  

の評価観点を明記した。  

1）研修の企画・運営の評価  

研修主催者は、下記について評価をする。   

（1）集合研修プログラムにおける学習目標、学習内容、教育方法、講師、教  

材の適切さ   

（2）研修対象設定の妥当性、指導の円刑さ、問頴耶決の適切性、研修の開催  

時期、時間、場所、経典の適切さなど、全体的な企画・運営等   

なお、上記の評価に関しては、以下に示す受講苗および講師を対象とした  

アンケートやインタビュー等による評価も考慮し行う。   

（3）受講者による評価  

①集合研修プログラムにおける学習目標、学習内容、教育方法、講師（演  

習支援者や指導者等を含む）、教材の適切さ、および満足度  

②研修の開催時期、時間、場所など、全体的な企画・運営について   

（4）講師による評価  

①講師自身の達成感、満足度  

2）研修受講者の学習成果の評価   

研修主催者（講師も含む）は、集合研修プログラムにおける学習目標ごとの   

到達度および課題について、アンケートや評価表の他、研修前後のテストや   

レポートで行う。   

さらに、上記の評価に関しては、受講者による自己評価として、集合研修  

プログラムにおける学習目標ごとの到達度および課題に示す受講者を対象とし  

たアンケートや評価表等による評価も考慮し行う。  

，「丁㌃ド   



2．石刑宴終了後、実務を通しての追跡評価   

研修終了後に行われる実務を通しての評価は、研修自体の評価として研修内  

容の職務上の実矧、笠について確認し、研修受講者の学習成果として実務におけ  

る役割遂行の程度を対象とする。これは評価表やアンケートの他、面接なども  

組み合わせて行う。但し、研修主催者により、これらの評価の実行可能性は異  

なるので、研修主催者の状況に応じて評価を行うことが望ましい。  

1）研修の企画■運営の評価  

研修終了後、実務について6力月以上1年未満を自安に実施する。   

（1）主催者による評価  

研修受講者の実務の状況から、研修の内容や方法について評価し、  

翌年の研修計画に役立てる。   

（2）研修受看護者による評価  

実務を過して、研修の学習内容について、その活用性および望要性、  

さらに深めたかった内容、研修の学習内容にはなかったが新たに取   

り上げてほしい内容など  

2）研修受喜帯者の学習成果の評価  

研修終了後、3力月、6力月、1年を自安に実施する。   

什）研惜受講者が、役割を遂行できているかということについて、自  

己評価を行う。   

（2二）研惜受喜一－ら者の役割遂行の状況について、他者評価をする。  

①研修Jlり王者に対しては、看詑部長あるいは部苫管理者、研修担当  

音■等により評価する。  

②研修担当者に対しては、部竃管理者、実施指さ，り苗等により評価す  

る  

乳j   




